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第 1 章 概要 
 



















図 1 レイヤの重ね合わせ 









 使用する GISソフトウェア、およびジオデータの概要は以下の通りである。 
 
GISソフト ： QGIS 2.18 
ジオデータ ： 基盤地図情報、国土数値情報 
 
1.2.1 GIS ソフト 



















































図 2 サンプルマップの完成図 







































図 3 ワークフロー 

















図 4 基盤地図情報ダウンロードサービス 新規登録ページへのリンク 
































図 5 ログインページリンク 
図 6 ダウンロードページリンク 



































図 7 ダウンロード範囲選択ページ 
































図 8 ダウンロードファイル確認ページ 


































図 9 ソフトウェアダウンロードページへのリンク 








































図 10  基盤地図情報ビューア 新規ファイル作成 
図 11 新規プロジェクト作成画面 







































図 12 エクスポート 







































図 13 エクスポート設定 













































































図 14 国土数値情報ダウンロードサービス 








































図 15 データ範囲の選択 
図 16 データの選択 




































































図 17 QGISのダウンロード 








































































図 18 QGISの画面構成 
図 19 CRSアイコン 















 サンプルマップでは江別市内が対象地域であるため、平面直角座標系第 13 系にあたる
「JGD2011 / Japan Plane Rectangular CS XII」を選択し、OKボタンを押す。 
この操作によって、以後このプロジェクトに読み込まれるジオデータを自動的に





















図 20 プロジェクト CRSの設定 








































図 21 ジオデータのインポート 






































拡大ツール 縮小ツール 全域表示 地図移動 































ヤ / グループの削除」ボタンをクリックすることで削除することができる。 
 一時的にレイヤを非表示にしたい場合は、レイヤ名左のチェックボックスをクリックす







図 22 レイヤ構造 


































図 23 データの参照切れに対する警告 











表 1 レイヤ構造と使用データ 
 レイヤ名 使用データ 
避難場所 国土数値情報 避難施設 
医療施設 国土数値情報 医療機関 
学校 国土数値情報 学校 
想定浸水深 国土数値情報 想定浸水区域 
土砂災害危険箇所 国土数値情報 土砂災害危険箇所 
土砂災害警戒区域 国土数値情報 土砂災害警戒区域 
駅 国土数値情報 鉄道 Station.shp 
鉄道 国土数値情報 鉄道 RailroadSection.shp 
道路 基盤地図情報 道路縁.shp 
高速道路 国土数値情報 高速道路時系列 HighwaySection.shp 
建物 基盤地図情報 建築物.shp 
水域 基盤地図情報 水域.shp 
森林 国土数値情報 森林地域 （表以下に詳細を記述） 














































図 24 国土数値情報の座標系 








































図 25 データの座標系の指定 







































図 26 Shapeファイルのインポートが完了 
図 27 レイヤプロパティからスタイルを選択 








































図 28 ポリゴンデータのシンボルの編集 
図 29 色の選択画面 











表 2 基本的なポリゴンデータのスタイル設定 
レイヤ名 塗りつぶし（RGB） アウトライン 
建物 198, 195, 147 ペンなし 
水域 77, 168, 200 ペンなし 

























図 30 ラインデータのシンボルの編集 







































図 31 シンボルグループの選択と編集 








































図 32 鉄道のラインを整える 
図 33 駅の表示を整える 







































図 34 途中経過 
図 35 ハッチングの適用 






































図 36 斜線の設定 







































図 37 想定浸水深の参照 







































表 3 浸水深コード対応表 
コード 浸水深ランク 
11 0～0.5ｍ未満（5 段階） 
12 0.5～1.0ｍ未満（5 段階） 
13 1.0～2.0ｍ未満（5 段階） 
14 2.0～5.0ｍ未満（5 段階） 
15 5.0ｍ以上（5 段階） 
21 0～0.5ｍ未満（7 段階） 
22 0.5～1.0ｍ未満（7 段階） 
23 1.0～2.0ｍ未満（7 段階） 
24 2.0～3.0ｍ未満（7 段階） 
25 3.0～4.0ｍ未満（7 段階） 
26 4.0～5.0ｍ未満（7 段階） 
27 5.0ｍ以上（7 段階） 
表出典：浸水想定区域データ詳細ページ 
（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-A31.html） 
図 38 凡例の編集 







































図 39 全てのシンボルの選択と変更 
図 40 シンボルの一括設定 






































RGB 値 凡例 
1, 243, 255 11 0.5ｍ未満 
58, 170, 244 12 0.5-1.0ｍ 
23, 113, 247 13 1.0-2.0ｍ 
126, 44, 174 14 2.0-5.0ｍ 
140, 3, 133 15 5.0ｍ以上 
1, 243, 255 21 0.5ｍ未満 
58, 170, 244 22 0.5-1.0ｍ 
23, 113, 247 23 1.0-2.0ｍ 
28, 49, 236 24 2.0-3.0ｍ 
39, 6, 202 25 3.0-4.0ｍ 
126, 44, 174 26 4.0-5.0ｍ 
140, 3, 133 27 5.0ｍ以上 
図 41 想定浸水深の色分け 








































図 42 透過性の設定 
図 43 想定浸水深レイヤの展開 








































図 44  SVG画像の設定 






































図 45 異なる SVG画像の設定 







































図 46 自前の SVG画像の読み込み 






































図 47 読み込まれた SVG画像の確認 
図 48 レイヤの見た目の変更が完了 








































図 49 コンポーザの画面構成 








































図 50 地図のページ設定 






































図 51 背景地図の追加 



































図 52 地図のプレビューの再描画 


































図 53 アイテムのコンテンツを移動ツール 








































図 55 コンポーザの呼び出しと管理 







































図 57 縮尺記号の追加 
図 56 地図の再描画ボタン 







































  図 58 縮尺記号のプロパティ 








































図 59 凡例の追加 
図 60 凡例タイトルの設定 








































凡例を上下に移動 凡例の追加・削除 ラベルの変更 
図 61 凡例アイテムの編集 








































図 62 凡例のフレーム 
図 63 方位記号用の画像アイテムの追加 







































図 64 方位記号の選択 
































図 65 任意の SVG画像の追加 








































図 66 テキストの追加と編集 
図 67 フォントの変更 





























































図 68 エクスポートの設定 








































図 69 PDFとしてエクスポート 
図 70 イメージとしてエクスポート 




















図 71 作成されたサンプルマップ 




2.6 Geospatial PDF への変換 
Geospatial PDF、または地図情報 PDFとは、ページが現実世界の地理と対応した位置情
報を持っている PDF のことである。これを「Avenza Maps」など既存のアプリケーション
で閲覧することで、自分の現在位置を確認しながらページを閲覧したり、距離や面積を計測
することができたりと、様々な恩恵を受けることができる。 
QGIS はワールドファイルを保存した PDF や TIFF 画像を、この Geospatial PDF へ簡
単に変換することができる。ここではその操作を説明する。 
 
QGIS の操作に入る前に、先ほど PDF または TIFF 画像としてエクスポートした地図の
名前と保存場所に気をつける必要がある。 


























































図 72 変換ツールの表示 






入力レイヤには先ほど準備した PDF、または TIFF画像を選択する。 
出力ファイルはファイルの種類に「Geospatial PDF」を選択する。選択できるファイル
の種類が非常に多いので紛らわしいが、間違いのないようにしたい。（図 73） 




























図 73 出力ファイルの種類の選択 





の「選択」ボタンをクリックする。ここでは Geospatial PDFが参照する座標系を選択する。 
座標系はプロジェクトの最初に選択した CRSと同じものを選択する。よってサンプルマ

































図 75 ターゲット SRSの設定 
図 74 変換設定 







































図 76 キャンバスにロードされた Geospatial PDF 




 変換が上手くいっていれば、1枚の GISハザードマップ作成が一通り完了となる。 








 コンポーザからエクスポートした PDFや TIFF画像を、画像編集ソフトなどによって
何らかの形で編集し、上書き保存していないか（位置情報が失われることがある） 
 ターゲット SRSの設定を忘れていないか 






















































図 77 Avenza Mapsによる現在位置を確認しながらの閲覧 








































図 78 P型（1型）色覚 
図 79 D型（2型）色覚 





















 作業を始める前に、念のため QGIS プロジェクトファイルをコピーして名前を変更して
おく。以降はこのコピーしたプロジェクトファイルで作業を進める。コピーしたプロジェク
トファイルをダブルクリックし、プロジェクトを再開する。 
変換した Geospatial PDF のレイヤが地図ビューに重なっている場合は、レイヤパネルか
らまずこのレイヤのチェックを外し、非表示にする。 














図 80 レイヤを非表示 







































 RGB 値 凡例 
246,255,57 11 0.5ｍ未満 
227,192,37 12 0.5-1.0ｍ 
230,146,43 13 1.0-2.0ｍ 
233,41,47 14 2.0-5.0ｍ 
205,33,148 15 5.0ｍ以上 
246,255,57 21 0.5ｍ未満 
227,192,37 22 0.5-1.0ｍ 
230,146,43 23 1.0-2.0ｍ 
225,123,79 24 2.0-3.0ｍ 
235,92,82 25 3.0-4.0ｍ 
233,41,47 26 4.0-5.0ｍ 
205,33,148 27 5.0ｍ以上 
図 81 想定浸水深の色分け 









































図 83 凡例から高速道路を削除 





























このユニバーサルデザイン版サンプルマップで、再び P 型（1 型）色覚および D 型（2





図 84 ユニバーサルデザイン版サンプルマップ 








































図 85 P型（1型）色覚 
図 86 D型（2型）色覚 
